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特別史跡山閉そj
＂
：跡の発掘調査は， 飛j：占・藤原宮跡発掘調査部により11?3和51勾Eから開始され，

前後41 j;:（ζ亘って中門・塔・金主：・回出Ii·講堂など， 伽l張中心部の時相を明らかにした。 なか

でも画期的な成以となったのは金主の調査である。 その位配i白は古代建築の類型を破る独特な

ものであり， 復j京にあたっても特l乙芯：をJIJいる必要があった。

飛j斗資料館は11(--l;f:[!56年度秋則特別展示としてr,1,m苛－展」をIJHflllし， その一部として山田寺

金堂の復原模型を製作することとした。 金堂似原のための主な袈訟は， 1. 平ffii規模は法隆寺

金堂にほぼ�；しく， 2 . 平而は内・外 ，主ii （母屋・廟）からなるが，n,d者の住数がま っ た く 同数

(10本）であり， 3. 外llij[の磁石にはよ出世座がHくが， 内llil1にはそれがなく， 地lu石のr十I lζは間

住受けの｛J：口を持つものがある， 乙とである。 乙れに加えて「諸ミ手紙起集』の山田ミ5・ �:iiてにつ

いての「ー！日］凹而ニ｜析」の，＼山Iii\から屋似は二豆とtrn:,,t: �れる。 上記のうち特（ζ節2頃が異例の

平面を示唆するが， ζ れに対して単一の決定的な佐原案を提示する乙とは：i!!Eしい。 必民な条件

を満たすものとしては， 以下の三f'liの'rUJ京家を考える乙とができる。

a. －主；袋｜騎付仏1f<:

b. 二重仏主主：〔斗· llオ木による組物， 九. .SJl行霊木）

c . ニヨ；仏jl(: （�斗 ·；.＇.＆t木による組物， 九. fi;ifil木）

a 楽については， 設階のtt問がlヨ：屋と同段IC.広く， 裳｜析からの判．の出も大きく， また礎石も

すべて同ーの大きさのものをmいる乙とになる点で， その実現は雌しい。 b . c 案はいずれと

も決め難いが， ． 上宮聖徳法E帝説』の：＆ず？によって般定される金堂の建立年代（臼1年）を考え

ると， やはり飛山時代の建築隊式 lζならっているとみるべきであろう。 逆に山田金主が法隆ミff:

{ikJJ：と：Ii山凶子との中｜目的保式になり仰る点を考胤して， 最終的［ζc案を実施築として採用し

た。 模型の納尺は1/10とし， 製作の筒聞は平面

全体の凶半分 を悲壇上から上霊•lqh部分まで作り，

l断而を示すζとにより地造の詳細がわかるよう

芯：図した。 屋線まわりについては， 瓦l'i；を復原

し， 実物の1/10寸
－
法の瓦を粘土を素材として焼

成しす1装した。 主主仏については， その荘厳方法

を確定し何ず， 仏国・天荒などの内装や扉・連

子 ・ 壁などの外装とともに復原を省附した。 復

原案の検討は｜昭和551J"：皮から開始し， 実施築の

設計・製作｛乙約9ヵ月を裂した。

制II部仕織は以下の通りである。 基位は上而周金主包i原拠臼

poEd
 



さらl乙1l!J聞の白石のみを表現し，木製着色LI：上げ，上回はこL:.色とした。五li弁造り出しの舵石，

世石も木製若色とし，法副部分と初Eの位は村j1j全体のこ｜五分を作成した。 住はいHl:でJJI，判長りを

持たせ，入口以外の外，白11 （紺）の位r111, 1�1火｛ζfyf]：のlt'ilHを位て，十LoJiをi:iJiflでつなぐ。Jill斗付大

斗. ;;s_;_l·XJIす木［ζより総l物を構成し，大i.1-上のJIす木は6:!.UW子と同時（乙通JH木である。 九桁は

断而円形とし，法隆寺1,::iJtと同践に，！言霊木先端の手形！U木で支店主する。 椛11',lが大きいため，

楽として遊雌庖霊木を乙ζではそのll'iltl：上！UlヨWlの組物を凶く必裂があると巧えられるが，

通肘木li"tl！乙組み込んで放射状（乙配し，丸桁を等分l乙支持しねるように した。 ，!if(ま 一 中Htifil木

である。 霊木先瓦も縮尺通り作り，霊木木｜ー｜（ζ釘打ちした。 瓦は主；木上lζ野地板を級以りとし

た上｛ζi｝：き，l『JJ.Wを尉み，Jt而は粁先までi}きおろし，一万は数枚で.1I:めて立土を示した。 な

お，粁メL瓦・11q：�1i.瓦の瓦当111i，史般の文隊は;Iミ物｛ζならって石；ffで型l収りし成Jf三した。

また瓦など;;j,：模型は全体的な復原模型とはなりねなかったが，木部の柿疋iがわかりやすく，

も尖物（ζ近い質感を持つ，独｜ニlの特徴を有するものとなった。 「 11.J凶守民」のWJII\J巾特別展示

（低木修I当）室（ζ展示し，現在は常設展示r-j→Iである。
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